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第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期
第2四半期
連結累計期間

第17期
第2四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自　2021年1月1日
至　2021年6月30日

自　2022年1月1日
至　2022年6月30日

自　2021年1月1日
至　2021年12月31日

売上高 （千円） 1,947,437 2,237,217 4,179,613

経常利益又は経常損失（△） （千円） △578,353 159,328 △916,384

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） △571,255 289,546 △943,944

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △567,098 26,821 △537,090

純資産額 （千円） 3,069,003 3,128,698 3,099,011

総資産額 （千円） 3,904,423 4,149,514 3,874,297

1株当たり四半期純利益又は1株当

たり四半期（当期）純損失（△）
（円） △20.84 10.56 △34.43

潜在株式調整後1株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 78.6 75.4 80.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △60,749 293,335 △361,009

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 11,707 △15,967 19,345

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 15,002 9,800 15,002

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,997,703 2,992,249 2,705,081

 

回次
第16期
第2四半期
連結会計期間

第17期
第2四半期
連結会計期間

会計期間
自　2021年4月1日
至　2021年6月30日

自　2022年4月1日
至　2022年6月30日

1株当たり四半期純利益又は1株当

たり四半期純損失（△）
（円） △9.44 11.84

(注)1.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

2.　第16期第2四半期連結累計期間及び第16期の潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益については、1株

当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

3.　第17期第2四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

4.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首か

ら適用しており、当第2四半期連結累計期間及び当第2四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等については、

当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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2【事業の内容】

　当第2四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第2【事業の状況】

1【事業等のリスク】

　当第2四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、COVID-19による企業の採用抑制等の影響により、前連結会計年度まで2期連続して営業損失を計上しており、

当第2四半期連結累計期間において営業利益44,738千円を計上しているものの、現状のCOVID-19の感染拡大による求人

市場への影響は不透明な状況にあることから、引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象または状況が

存在しております。

　このような状況の中、当社グループは「既存事業の収益力強化」「新規事業の基盤確立」の2点を重点項目として掲

げ、引き続き収益改善を図ってまいります。

　また、当第2四半期連結会計期間末における預金残高は2,992,249千円と当面の運転資金を大きく上回り財務基盤は

安定しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。

 

2【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の分析

　当社グループでは、求人情報メディアをはじめとする複数のインターネットメディアを運営しております。

　当連結会計年度においては「コーポレートビジョン『あたりまえを、発明しよう。』追求に向け、黒字体質への

再転換と新規事業の本格成長に向けた基盤確立」をテーマとして、「既存事業の収益力強化」「新規事業の基盤確

立」の2点を重点項目として進めております。

　当第2四半期連結累計期間においては、求人ニーズの上昇に加え、既存事業において顧客への拡販を積極的に推

進したこと等により、売上高は2,237,217千円（前年同期比14.9%増）と増収になりました。また、利益面において

は、既存事業が売上高の増加に伴い増益となったことに加え、不採算事業の撤退や固定費削減等の取り組みによ

り、営業利益は44,738千円（前年同期は666,643千円の営業損失）と、期初の計画より前倒しで黒字転換を実現い

たしました。

・既存事業の収益力強化

　当連結会計年度においては、黒字体質への再転換に向け、アルバイト求人サービス「マッハバイト」競争入札型

転職サービス「転職ドラフト」のさらなる事業成長や、新たなマネタイズポイントの創出に取り組んでおります。

　当第2四半期連結累計期間においては、上の2事業に転職口コミサイト「転職会議」を加えた主要3事業が全て前

年同期比20%超の増収となりました。また、増収に伴い既存事業の利益も伸長しており、事業成長及び収益力の強

化が順調に進んでおります。

　「マッハバイト」においては、幅広い業種において採用ニーズが回復しており、こうした既存顧客へ積極的に拡

販するとともに、セールス・マーケティングの連携による高効率な集客を行うことで、売上を伸ばしました。

　「転職ドラフト」は、参加ユーザーが経験やスキルを登録すると企業から年収付きで指名が届く、ITエンジニア

向けの転職サービスであります。ITエンジニアの採用ニーズの高さを背景に、新規会員の獲得と新規顧客企業の開

拓を推進し、売上高は前年同期比で増収となりました。

　「転職会議」は、サイト改善による閲覧者数の増加や大口提携先の拡販が進みました。また、口コミを無制限に

閲覧できるサブスクリプション商品「口コミパス」等も売上を伸ばし、前年同期比で増収となりました。

・新規事業の基盤確立

　将来の収益の柱となる新規事業を立ち上げるべく、当連結会計年度においては、成長のための事業基盤の確立に

取り組んでおります。

　当第2四半期連結累計期間においては、提案型マッチングサービス「knew」は広告の改善・効果検証を中心に事

業検証が進捗いたしました。また、日程調整やビデオチャットの手間を大幅に減らす新機能「ファストマッチ」を

リリースいたしました。ユーザー体験の改善により、利用継続率の向上を図っております。オンライン面接ツール

「batonn」は簡単で分かりやすい評価入力機能や自動文字起こし速度の改善等、機能面の開発が進捗いたしまし

た。一方、顧客企業の獲得ペースは当初想定を下回っていることから、多様なマーケティング手法の検討により獲

得数の改善を図っております。

 

　なお、当社グループの事業は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。当第2四半

期連結累計期間における主要メディアの売上高は以下のとおりであります。

 

マッハバイト： 1,381,405千円 （前年同期比 22.3%増）

転職会議： 460,117千円 （前年同期比 46.1%増）

転職ドラフト： 260,980千円 （前年同期比 85.7%増）
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(2）財政状態の分析

　当第2四半期連結会計期間末における総資産は4,149,514千円となり、前連結会計年度末に比べ275,217千円増加い

たしました。これは主に、現金及び預金の増加287,167千円、売掛金の増加111,107千円及びその他の投資その他の

資産の減少145,523千円等によるものであります。

　当第2四半期連結会計期間末における負債合計は、1,020,815千円となり、前連結会計年度末に比べ245,530千円増

加いたしました。これは主に、未払金の増加9,330千円、前受収益の増加307,394千円及び繰延税金負債の減少

69,657千円等によるものであります。

　当第2四半期連結会計期間末における純資産は3,128,698千円となり、前連結会計年度末に比べ29,687千円増加い

たしました。これは、利益剰余金の増加292,412千円及びその他有価証券評価差額金の減少262,724千円によるもの

であります。

 

(3）キャッシュ・フローの分析

　当第2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は前連結会計年度末より

287,167千円増加し、2,992,249千円となりました。当第2四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況

は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第2四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は、293,335千円（前年同期は60,749千円の支

出）となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益147,845千円、株式譲渡に伴うライセンス収入の受取額350,000千円、売

上債権の増加額110,601千円及び投資事業組合運用益の発生30,504千円及び株式譲渡に伴うライセンス収入の発生

76,608千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第2四半期連結累計期間において投資活動により支出した資金は、15,967千円（前年同期は11,707千円の収入）

となりました。

　これは、敷金及び保証金の回収による収入5,234千円及び敷金及び保証金の差入による支出16,488千円及び資産除

去債務の履行による支出4,714千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第2四半期連結累計期間において財務活動により得られた資金は、9,800千円（前年同期は15,002千円の収入）

となりました。

　これは、長期借入れによる収入9,800千円によるものであります。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）経営方針・経営戦略等

　当第2四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第2四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

(7）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

3【経営上の重要な契約等】

　当第2四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第3【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第2四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2022年6月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2022年8月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,160,000 28,160,000
東京証券取引所

プライム市場

完全議決権株式であり、

株主としての権利内容に

何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式であ

ります。また、1単元の株

式数は、100株となってお

ります。

計 28,160,000 28,160,000 － －

 

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2022年4月1日～

2022年6月30日
- 28,160,000 - 237,219 - 222,219
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(5)【大株主の状況】

  2022年6月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合(％)

村上　太一 東京都品川区 13,696,700 49.95

桂　大介 東京都目黒区 2,698,000 9.83

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海1丁目8-12 1,262,600 4.60

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町2丁目11番3号 1,128,600 4.11

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋1丁目13番1号 558,657 2.03

楽天証券株式会社 東京都港区南青山2丁目6番21号 326,600 1.19

吉川　直樹 東京都港区 292,700 1.06

株式会社SBI証券 東京都港区六本木1丁目6番1号 191,709 0.69

岡橋　美榮子 奈良県橿原市 154,000 0.56

岩崎　優一 東京都品川区 130,000 0.47

計 － 20,439,566 74.54

(注)発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第3位を切り捨てておりま

す。
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(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 740,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 27,415,400 274,154 －

単元未満株式 普通株式 4,300 － －

発行済株式総数  28,160,000 － －

総株主の議決権  － 274,154 －

 

②【自己株式等】

    2022年6月30日現在

所有者の
氏名又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社リブセンス
東京都港区

海岸1丁目7番1号
740,300 - 740,300 2.62

計 － 740,300 - 740,300 2.62

 (注)発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第3位以下を切り捨てております。

 

2【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第4【経理の状況】

1. 四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

2. 監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第2四半期連結会計期間（2022年4月1日から2022年6月

30日まで）及び第2四半期連結累計期間（2022年1月1日から2022年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
（2021年12月31日）

当第2四半期連結会計期間
（2022年6月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,705,081 2,992,249

売掛金 437,927 549,035

その他 196,844 215,504

貸倒引当金 △831 △1,015

流動資産合計 3,339,022 3,755,773

固定資産   

有形固定資産 － 3,755

無形固定資産 － －

投資その他の資産   

その他 536,240 390,716

貸倒引当金 △965 △730

投資その他の資産合計 535,274 389,985

固定資産合計 535,274 393,741

資産合計 3,874,297 4,149,514

負債の部   

流動負債   

未払金 284,176 293,507

未払法人税等 4,739 8,409

前受収益 205,637 513,032

賞与引当金 50,682 42,535

その他 145,692 134,733

流動負債合計 690,928 992,218

固定負債   

資産除去債務 － 4,097

繰延税金負債 69,657 －

長期借入金 14,700 24,500

固定負債合計 84,357 28,597

負債合計 775,285 1,020,815

純資産の部   

株主資本   

資本金 237,219 237,219

資本剰余金 225,668 225,668

利益剰余金 2,440,545 2,732,957

自己株式 △206,887 △206,887

株主資本合計 2,696,546 2,988,958

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 402,464 139,740

その他の包括利益累計額合計 402,464 139,740

純資産合計 3,099,011 3,128,698

負債純資産合計 3,874,297 4,149,514
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第2四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第2四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日
　至　2021年6月30日)

 当第2四半期連結累計期間
(自　2022年1月1日
　至　2022年6月30日)

売上高 1,947,437 2,237,217

売上原価 273,313 383,035

売上総利益 1,674,123 1,854,182

販売費及び一般管理費 ※ 2,340,766 ※ 1,809,444

営業利益又は営業損失（△） △666,643 44,738

営業外収益   

受取利息 16 14

補助金収入 375 1,890

違約金収入 7,730 4,945

株式譲渡に伴うライセンス収入 76,608 76,608

投資事業組合運用益 － 30,504

その他 11,878 774

営業外収益合計 96,608 114,736

営業外費用   

支払利息 118 146

投資事業組合運用損 8,200 －

営業外費用合計 8,318 146

経常利益又は経常損失（△） △578,353 159,328

特別損失   

事業構造改善費用 － 11,483

特別損失合計 － 11,483

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△578,353 147,845

法人税、住民税及び事業税 845 565

法人税等調整額 △7,943 △142,265

法人税等合計 △7,097 △141,700

四半期純利益又は四半期純損失（△） △571,255 289,546

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△571,255 289,546
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【四半期連結包括利益計算書】

【第2四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第2四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日
　至　2021年6月30日)

 当第2四半期連結累計期間
(自　2022年1月1日
　至　2022年6月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △571,255 289,546

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,157 △262,724

その他の包括利益合計 4,157 △262,724

四半期包括利益 △567,098 26,821

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △567,098 26,821
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第2四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日
　至　2021年6月30日)

 当第2四半期連結累計期間
(自　2022年1月1日
　至　2022年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△578,353 147,845

事業構造改善費用 － 11,483

株式譲渡に伴うライセンス収入 △76,608 △76,608

賞与引当金の増減額（△は減少） △714 △8,146

貸倒引当金の増減額（△は減少） △185 △51

受取利息 △16 △14

補助金収入 △375 △1,890

違約金収入 △7,730 △4,945

投資事業組合運用損益（△は益） 8,200 △30,504

売上債権の増減額（△は増加） △156,779 △110,601

未払金の増減額（△は減少） 89,543 9,330

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,762 39,918

未収消費税等の増減額（△は増加） 175,649 22,182

その他 △76,138 △63,477

小計 △621,746 △65,479

利息の受取額 14 12

補助金の受取額 1,240 1,890

違約金収入の受取額 7,030 8,444

株式譲渡に伴うライセンス収入の受取額 300,000 350,000

法人税等の支払額 △948 △1,536

法人税等の還付額 253,660 4

営業活動によるキャッシュ・フロー △60,749 293,335

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資事業組合からの分配による収入 4,512 －

敷金及び保証金の差入による支出 △3,535 △16,488

敷金及び保証金の回収による収入 35,731 5,234

資産除去債務の履行による支出 △25,000 △4,714

投資活動によるキャッシュ・フロー 11,707 △15,967

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 302 －

長期借入れによる収入 14,700 9,800

財務活動によるキャッシュ・フロー 15,002 9,800

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △34,039 287,167

現金及び現金同等物の期首残高 3,031,742 2,705,081

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,997,703 ※ 2,992,249
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第1四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第1四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に反映し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この変更が四半期連結

財務諸表に与える影響は軽微であります。

　さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第2四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

 

（時価の算定に関する会計基準）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありませ

ん。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響）

　当第2四半期連結累計期間におけるCOVID-19の影響に関する会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定につい

ては、前連結会計年度における有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した内容から重要な変更はあり

ません。
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（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
 前第2四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日
　至　2021年6月30日)

 当第2四半期連結累計期間
(自　2022年1月1日
　至　2022年6月30日)

広告宣伝費 820,515千円 649,639千円

給料 821,521 618,889

貸倒引当金繰入額 669 440

賞与引当金繰入額 57,209 41,338

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第2四半期連結累計期間
（自　2021年1月1日
至　2021年6月30日）

当第2四半期連結累計期間
（自　2022年1月1日
至　2022年6月30日）

現金及び預金 2,997,703千円 2,992,249千円

現金及び現金同等物 2,997,703 2,992,249

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループはインターネットメディア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

　（顧客との契約から生じる収益を分解した情報）

　当第2四半期連結累計期間（自　2022年1月1日　至　2022年6月30日）

当社グループは、インターネットメディア事業を営む単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を

サービス区分に分解した情報は、以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

サービス区分 売上高

求人情報サービス 2,131,997

不動産情報サービス 93,128

その他 12,091

顧客との契約から生じる収益 2,237,217

その他の収益 －

外部顧客への売上高 2,237,217

（注）グループ間の取引については相殺消去しております。
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（1株当たり情報）

　1株当たり四半期純利益又は1株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第2四半期連結累計期間
（自　2021年1月1日
至　2021年6月30日）

当第2四半期連結累計期間
（自　2022年1月1日
至　2022年6月30日）

1株当たり四半期純利益又は1株当たり四半期純損

失（△）
△20円84銭 10円56銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△571,255 289,546

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

△571,255 289,546

普通株式の期中平均株式数（株） 27,416,091 27,419,680

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後1株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

（失効）

新株予約権2種類

2011年3月29日開催定時株主

総会特別決議（2011年7月13

日の取締役会決議）102,400

株及び2011年3月29日開催定

時株主総会特別決議（2012年

3月23日の取締役会決議）

16,000株の新株予約権は2021

年3月30日をもって権利行使

期間満了により失効しており

ます。

－

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、前第2四半期連結累計期間は1株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため、当第2四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

2【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年8月12日

株式会社リブセンス
 

 取締役会　御中 

 

 有限責任監査法人　トーマツ 

 東 京 事 務 所 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野　英樹

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森竹　美江

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リブセン

スの2022年1月1日から2022年12月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2022年4月1日から2022年6月30日ま

で）及び第2四半期連結累計期間（2022年1月1日から2022年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リブセンス及び連結子会社の2022年6月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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